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◆
安
全
・
安
心

問

聴
覚
障
が
い
者
・
視
覚
障

が
い
者
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

障
が
い
を
持
つ
方
へ
の

火
災
警
報
器
は
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
に
よ
り
、
身
体
障
が

い
者
２
級
以
上
で
、
火
災
発
生

の
感
知
や
避
難
が
困
難
な
単
身

世
帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
給
付

で
き
ま
す
。
聴
覚
や
視
覚
に
障

が
い
を
持
っ
た
方
で
も
容
易
に

火
災
の
発
生
が
わ
か
る
よ
う
、

音
声
や
光
を
発
し
て
知
ら
せ
る

性
能
が
あ
る
も
の
で
す
。
昨
年

度
は
、
１
件
の
給
付
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
火

災
警
報
器
の
設
置
に
対
す
る
普

及
啓
蒙
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
行
政
機
関
、
そ
の
他
の
防

災
関
係
機
関
の
対
応
「
公
助
」

に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
自
助
」
及
び
「
共
助
」
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
に

お
け
る
効
果
的
な
広
報
活
動
が

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

付
の
自
動
販
売
機
の
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

各
公
共
施
設
の
自
動
販

売
機
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
及
び

職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
一
環

と
し
て
、
設
置
者
で
あ
る
職
員

組
合
が
各
事

業
者
と
契
約

し
、
設
置
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
自
動

販
売
機
の
更

新
時
に
併

せ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

付
自
動
販
売

機
の
設
置
に

つ
い
て
設
置
事
業
者
及
び
職
員

組
合
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問
・
自
主
防
災

活
動
及
び
自
主
防
災
訓
練
の
状

況
・
各
戸
の
緊
急
食
糧
・
救
急

用
品
等
、
非
常
持
ち
出
し
品
の

準
備
・
緊
急
時
の
「
飲
料
水
の

確
保
」
・
個
人
住
宅
の
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
・
災
害
時
避

難
場
所
ま
で
の
避
難
距
離
・
災

害
時
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
連
携
。

◆
行
財
政
改
革

問

管
理
職
や
職
員
の
こ
れ
ま

で
の
常
識
や
慣
習
を
断
ち
切
る

た
め
の
根
本
的
な
構
造
改
革
が

必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
構
造
改

革
を
単
な
る
掛
け
声
に
終
わ
ら

せ
な
い
よ
う
に
組
織
や
職
員
の

業
務
へ
の
取
り
組
み
方
そ
の
も

の
に
、
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
ど
れ
だ
け
行
財
政
改

革
に
反
映
出
来
た
か
伺
う
。

市
長

窓
口
受
付
時
間
の
拡
大

と
し
て
は
平
成
16
年
４
月
か

ら
市
民
税
課
、
国
保
年
金
課
に

お
い
て
毎
月
最
終
日
曜
日
に
納

税
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
、
さ

ら
に
同
年
７
月
か
ら
は
市
民

課
、
国
保
年
金
課
、
現
在
の
課

税
課
、
納
税
課
に
お
い
て
業
務

の
一
部
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
窓
口
の

現
状
や
業
務
範
囲
の
分
析
、
研

究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
人
事
評
価

制
度
を
取
り
入
れ
職
員
一
人
ひ

と
り
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発

を
効
果
的
に
推
進
し
、
活
力
あ

る
組
織
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

「
行
政
運
営
体
」
か
ら

「
行
政
経
営
体
」
へ
の
意
識
改

革
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

各
事
業
に
つ
い
て
「
何

の
た
め
に
」「
何
を
」「
ど
こ
ま

で
」「
ど
の
よ
う
に
」
や
る
か
、

ま
た
、
最
も
効
率
的
で
効
果
的

な
方
法
を
模
索
し
、
事
業
実
施

後
に
は
評
価
を
行
い
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

こ
の
よ
う
な
経
営
者
的
な
意
識

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
、

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問
・
市
民
と
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
企

画
力
の
向
上
・
出
前
講
座
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
業
務
・

区
の
改
廃
。

◆
教
育

問

中
央
教
育
審
議
会
は
、
２

０
１
１
年
実
施
予
定
の
新
指
導

要
領
の
中
間
報
告
を
発
表
し
ま

し
た
。「
ゆ
と
り
教
育
」
に
よ

る
学
力
低
下
を
反
省
し
、
小
中

学
校
で
は
主
要
教
科
の
授
業
時

間
を
１
割
以
上
増
す
一
方
、
現

行
の
指
導
要
領
か
ら
導
入
さ
れ

た
総
合
学
習
の
時
間
を
削
減
し

国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
小
学

校
５
年
か
ら
「
外
国
語(

英
語)

活
動
」
の
時
間
を
創
設
し
、

「
道
徳
」
を
教
科
に
格
上
げ
す

る
こ
と
は
見
送
り
、
主
な
改
善

事
項
と
し
て
、
言
語
活
動
、
理

数
教
育
、
伝
統
文
化
に
関
す
る

教
育
、
道
徳
教
育
、
体
験
活
動
、

小
学
校
の
外
国
語
活
動
が
打
ち

出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
自
主

性
尊
重
か
ら
指
導
性
尊
重
に
変

化
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

決
し
て
旧
来
の
詰
め

込
み
教
育
に
戻
る
わ
け
で
は
な

く
「
生
き
る
力
を
育
む
」
理
念

に
つ
い
て
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
指
導
内
容
を
増
や
す
こ

と
を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
子
供
達
が
学
習
に
じ

っ
く
り
取
り
組
め
る
時
間
を
確

保
す
る
と
い
う
考
え
方
は
今
回

の
改
訂
で
も
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。「
ゆ
と
り
」
か
「
詰
め
込

み
」か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

基
礎
的
基
本
的
な
知
識
・
技
能

の
確
実
な
定
着
と
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
力
の
育
成
を
い
わ
ば
車

の
両
輪
と
し
て
伸
ば
し
て
い
く

も
の
で
す
。

問

教
育
委
員
会
の
障
が
い
者

の
雇
用
状
況
を
伺
う
。

教
育
長

官
公
庁
、
民
間
企
業

を
問
わ
ず
、
身
体
障
が
い
者
ま

た
は
知
的
障
が
い
者
に
雇
用
の

場
を
提
供
す
る
た
め
の
社
会
連

帯
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教

育
委
員
会
で
も
現
在
雇
用
基
準

を
満
た
す
２
名
の
身
体
障
が
い

者
を
雇
用
し
て
い
る
状
況
で

す
。

※
そ
の
他
の
質
問
・
幼
小
中
高

連
携
教
育
・
教
育
条
件
の
整
備

・
公
立
特
別
支
援
学
校
の
児
童

生
徒
の
増
加
に
伴
う
安
全
面
。
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公共施設の自動販売機を

ＡＥＤ付きのものに!!
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